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序

本市は、「文化をはぐくむ史跡のまち」をスローガンに

し、市の発展に努めてまいりました。

特別史跡多賀城跡は、毎年整備、復元が行なわれ、市

民のいこいの場となっています。しかし、その南面に位

置する高平 • 水入地区では、近年、開発行為が増加して

きており、開発と保護の調和が問題化してきています。

さて、今回発掘調査が実施されました市川橋遺跡から

は、古代の土器類とともに、中世から近世にかけての溝

跡が発見されました。出土した遺物の中には、底にヘラ

描きで「厳」と刻んだ珍しい土器片もありました。

本報告害が研究者及び一般の方々にも利用され、文化

財保護の一助となることを願うものであります。

最後になりましたが、本遺跡の調査、整理、報告魯作

成までの間、多くの方々から協力や助言、指祁を得まし

たことに対し心から感謝申し上げる次第であります。

昭和62年3月

多賀城市教育委員会

教育長玉畠 誼



ーロ例

1 . 本書は、多買城市教育委員会が昭和61年度の国庫補助事業として実施した「山王遺跡他発

掘調査」の結果をまとめたものである。

2. 本調査は、市川橋遺跡の第6次発掘調査にあたり、「IB-6」の略称を用いて記録してい

る。なお、多賀城市教育委員会によって、いままでに実施された各調査については、調査年

度の順に第 1次～第5次発掘調査としたo

3. 本書の執築・編集は、文化財保護係職員の協力を得て、相沢清利、石本 敬が担当した。

4. 本書の作成にあたっては、

佐藤悦子、菊池 豊、柏倉霜代、須藤美智子、熊谷純子、黒田啓子の協力を得たo

5. ブラソト・オパール分析は、〈有〉古環境研究所（埼玉県大宮市所在）に依頼した。

6. 実測基準線は、磁北の方位をとっているo磁北は国家座標の方位に対して西偏約7度であ

る。

7. 土層の色調については、「新版標準土色帖」（小山正忠 • 竹原秀雄1976)を使用した。

8. 出土遣物の写真撮影にあたっては、東北歴史資料館の御協力を賜った。

9. 調査、整理に関する諸記録及ぴ出土遺物は、多賀城市教育委員会が一括保存している。

調査要項

1 . 遺跡所在地 ：宮城県多賀城市高崎水入42番 ・42-2番

2. 調査期間：昭和61年11月4日-12月17日

3. 調査面積：約360rrl(対象面積約700n5)

4. 調査主体者：多賀城市教育委員会教育長玉晶誼

5. 調査担当者：多賀城市教育委員会社会教育課文化財保護係

社会教育課長

文化財保護係長

技師

主事

柳原邦男

高倉敏明

滝口 卓、石川俊英、千葉孝弥、石本敬、相沢清利

柏原靖史

6. 調査協力者 ：蜂谷貞治（地権者）、多賀城市第二給食セソク ー

7. 調査参加者：菊池豊、赤間かつ子、阿部敏子、阿部卜、ン子、阿部美智子、阿部美津子、

猪俣敏子、遠藤一代、 小野玉乃、加藤文一、後藤はつみ、佐々木四郎、佐藤

節子、佐藤三夫、菅原絹代、鈴木勘、角田静子、星忠次郎、本田ノプ子
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I 市川橋遺跡の立地と環境

市川橋造跡は、多賀城市内を南北にほぽ二分して流れる砂押）IIによって形成された自然堤防

上に立地している。本遺跡は、特別史跡多賀城跡に接し、その西側と南側一帯の水田部に南北

1.6km、東西1.4kmの広範囲にわたって占地している。

本遺跡周辺の沖萩低地は、広義の仙台平野の北東端にあたり、潟湖性低地の上に直接河川の

堆栢物がのり、自然堤防が発逹している。この潟湖性低地は、スクモと呼ばれる厚い泥炭屈と

青灰色の細砂～中砂から形成されている（註 1)。また、北東側は松島丘陵から派生した低丘

陵が塩釜市方面から西へ延ぴ、徐々に標高を減じながら沖栢低地と接する地域になっている。

本遺跡と同様、自然堤防上に立地する造跡には、西側に隣接する山王遣跡（註2)と、さら

に七北田川東岸にかけて所在する新田遺跡（註3)がある。両遺跡とも古墳時代前期から近世

にかけての複合遺跡であり、特に多賀城跡との関連から奈良 • 平安時代の造構、遺物が多い。

本造跡をはじめとするこれらの遺跡は、丘陵部に立地する高崎遣跡（註4)とともに国府多賀

城を取り巻く大規模な集落を構成する遺跡として、いわゆる国府域を考える上で重要な位低を

占めている。

本遺跡および地域的に関連する遺跡については、これまでに数ケ所で発掘調査が実施されて

いる。これらの調査成果の概要は以下にまとめたとおりである。

1 . 昭和48年 多賀城跡第22次発掘調査 （註5)

調査担当：宮城県多賀城跡調査研究所

調査地区 ：浮島字高平地区

城南小学校建設に伴なう事前調査として実施している。調査の結果、微高地上に平安時代の

掘立柱建物跡8棟、婆穴住居跡7軒が重複して検出されたほか、低地に造物包含層が確認され

ている。遺物は、土師器、須恵器、灰釉陶器、緑釉陶器、瓦、土製カマト’等が出土している。

2 . 昭和53年 仙塩流域下水道事業に伴なう試掘調査 （註6)

調査担当：宮城県教育委員会

調査地区 ：市川字伏石 ・館前、高崎字樋ノ ロ地区

山王造跡と市川橋遺跡の範囲内に設定した竪坑12ケ所を対象として実施している。市川橋逍

跡には、このうち6ケ所の竪坑が含まれ、調査の結果、溝跡2条が検出されているo遣物は、

古墳時代後期から平安時代にわたる土師器、須恵器、瓦、紡錘車等が出土している。

3. 昭和54年館前遺跡発掘調査 （註7)

調査担当 ：多賀城市教育委員会

調査地区 ：浮島字館前地区
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遺跡番号 遺 跡 名 所 在 地 立地 種 別 時 代

l 市川橋遺跡 市川・浮島 • 高崎 自然提防 集落跡 ・水田跡 奈良• 平安 • 中世

2 新田遺跡 新田・山王 ,, 築 落 跡 古項• 奈良 • 平安 • 中世

3 安楽寺遺跡 新田 " 寺 院 跡 古代・中世

4 山王逍跡 山王•南宮 ，， 集 落 跡 古墳～近世

5 内館館跡 南宮 .,. 館 跡 中世

6 山地田館跡 山王 ，， .. ,, 

7 大日北遺跡 高橋字大日北 ，' 散 布 跡 奈良 • 平安

8 特別史跡多賀城跡 市川・浮島 丘 陵 国 府 跡 奈良 • 平安•中世， 西沢遺跡 ~ ,, 散 布 地 奈良•平安

10 法性院遺跡 浮島字高原
.. ,, ，， 

11 高原遺跡 ~ ,,. ，， .. 
12 特別史跡多賀城廃寺跡 高崎一丁目・ニ丁目 .. 寺 院 跡 .. 
13 丸山囲古項郡 高崎二丁目 丘陵麓 高塚古墳（円） 古墳

14 館前造跡 浮島字館前 分離丘陵 官術 ・館跡 平安•中世

15 高崎遺跡 窃崎 ・留ヶ谷 丘 陵 散 布 地 奈良• 平安• 中世

16 小沢原遺跡 浮島二丁目 .,. 散布地・館跡 奈良 • 平安

17 野田館跡 留ヶ谷二丁目 ,,. 散布地 ・館跡 奈良 • 平安 • 中世

18 失作ヶ館跡 ，' ，， ,,. ，， 

19 留ヶ谷館跡 留ヶ谷一丁目 ，，， .. ，， 

20 稲荷穀古墳 高崎三丁目 々 高塚古墳（円） 古墳（後）

21 桜井館跡 中央一丁目 ，， 館 跡 中世

22 志引遺跡 東田中二丁目 <- 包含地 ・館跡 旧石器 ・ 奈良 • 平安• 中世

23 束田中窪前遺跡 東田中一丁目 丘陵麓 散布地 ・館跡 奈良• 平安• 中世

24 八貫田逍跡 八幡 • 東田中 • 高崎 自然提防 散 布 地 奈良•平安

25 八幡館跡 八幡二丁目 丘 陵 散布地 ・館跡 奈良 • 平安 • 中世

表1 遺跡地名表

調査地点は、多賀城跡外郭南辺築地の外側約200mの位置にある。調査の結果、独立した台地

上から桁行7問、梁行4問の四面廂をもつ建物跡を中心とする平安時代の掘立柱建物跡6棟と

中世の建物跡約20棟が検出されている。遺物は、土師器、須恵器、赤焼き土器、瓦、古銭等が

出土している。

4. 昭和54年水入遺跡発掘調査 （註8)

調査担当 ：宮城県教育委員会

調査地区 ：高崎字水入地区

第二塩釜電話交換局建設に伴なう事前調査として実施している。調査の結果、掘立柱建物跡

8棟、溝跡9条、井戸跡2基、土坑5基が検出されているo遣物は堆積土中からの出土が多く、

土師器、須恵器、灰釉陶器、緑釉陶器、赤焼き土器、瓦、硯、木製品等が出土している。追構、

遣物とも乎安時代前半を中心とした時期が考えられている。

5. 昭和54年 下水道埋設工事に伴なう試掘調査

調査担当 ：多賀城市教育委員会

調査地区 ：浮島字高平、高崎字水入地区

調査の結果、農道下約50cmに遺物包含層及び遺構が発見されている。遺構は、掘立柱建物跡、
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溝跡、ヒ°ット等が検出され、造物は、土師器、須恵器、瓦、土錘等が出土している。

6. 昭和55年 多賀城跡第37次発掘調査 （註9)

調査担当 ：宮城県多賀城跡調査研究所

調査地区：市川字館前地区

多賀城跡外郭南辺築地に近接する水田部で実施している。調査の結果、掘立柱建物跡8棟、

一本柱列跡l条、道路遺構l条、井戸跡2基、 土坑2基が検出されている。時期はAI期 (8

世紀）、 All期 (9世紀前半頃）、 B期 (10・11世紀）に分類される。遺物には、土師器、須恵

器、須恵系土器、灰釉陶器、緑釉陶器、野磁、白磁、瓦、硯、木製品、鉄製品、古銭（富裔神

賓）等があり、特に土器類が多品に出土している。

7 . 昭和56・57年市川橋遺跡第1・2次発掘調査 （註10)

調査担当 ：多賀城市教育委員会

調査地区：市川字伏石地区

市川橋南側の水田部で2ケ年にわたって遣構確認調査を実施している。調査の結果、畦畔遣

構l1条、道路遺構1条、多数の溝跡、土砿、ピットが検出されている。追物は、土師器、須恵

器、赤焼き土器、灰釉陶器、緑釉陶器、 二彩陶器、白磁、瓦、硯等が出土している。遺構につ

いては、掘り込み調査を実施していないため詳細は不明であるが、 10世紀前半頃に堆稿したと

考えられている灰白色火山灰が畦畔造構を覆っていることが確認されている。

8 . 昭和58年市川橋遺跡第3次発掘調査 （註11)

調査担当 ：多賀城市教育委員会

調査地区：浮島字高平（大臣宮）地区
おとどのみや

東北本線路線敷の南側に隣接する通称「大臣宮」と呼ばれる小高い台地部分で実施している。

調査の結果、掘立柱建物跡2棟が検出されており、うち 1棟には 3時期の変遷が認められる。

時期は乎安時代前半頃と考えられているo遺物は、土師器、須恵器、赤焼き土器、瓦等のほか、

堆稲土からは旧石器時代の石器が出土している。

9. 昭和58年市川橋遺跡第4次発掘調査 （註2)

調査担当 ：多賀城市教育委員会

調査地区：高崎字水入地区

昭和54年に宮城県教育委員会が実施した調査地点の東側約80mに位置する。調査の結果、平

安時代の溝跡5条が検出されている。造物は、 土師器、須恵器、赤焼き土器、灰釉陶器、瓦、

木製品、鉄製品等が出土している。このうち、木簡、斎串、盤、曲物等の木製品と墨害土器の

出土が顕著である。

10. 昭和59年 市川橋遺跡第5次発掘調査 （註13)
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It¥ 綱 査 名 称 詞査年次 ぬ 調 査 名 称 調査年次

① 多賀城跡第22次調査 昭和48年 ⑦ 市教委第l・ 2次詞査 昭和56・57年

② 仙塩流域下水道試掘調査 ,, 53年 ⑧ ，， 第3次調査 ~ 58年

③ 館前遺跡発掘調査 ,, 54年 ⑨ .. 第4次調査 11 58年

④ 水入遺跡発掘調査 ,, 54年 ⑩ ，，， 第5次調査 " 59年
⑤ 下水道埋設工事試掘調査 ,, 54年 ⑪ ,, 第6次調査 ,, 61年

⑥ 多賀城跡第37次調査 ,, 55年

第2図調査区位置図
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調査担当 ：多賀城市教育委員会

調査地区 ：浮島字高平地区

昭和54年の宮城県教育委員会による調査地点の市道をはさんだ北側の水田部で実施している。

調査の結果、平安時代から近世にかけての水田跡と掘立柱建物跡2棟、一本柱列跡 1条、溝跡

24条、 土拡2基が検出されている。平安時代には、水田域と整地歴による居住域が区画されて

いる。造物は、土師器、須恵器、赤焼き土器、灰釉陶器、緑釉陶器、瓦、硯、木製品、円盤状

土製品等が出土している。

今回の調査は、市川橋遺跡第6次発掘調査にあたり、昭和54年に実施した第4次調査の北側

に隣接する水田部を対象としたo

I 調査に至る経緯

本遺跡の所在する市川、 浮島、高崎地区の水田地帯は、仙台市の隣接地として宅地造成が急

増している新田、 山王地区と比較すれば、さほど宅地化が進んでおらず、現在のところ民間に

よる大規模な開発計画等も具体的な形ではあらわれていない。しかし、近年小規模開発が徐々

に増加してきており、次第に宅地化の傾向が強まりつつある。市教育委員会では、多賀城跡の

南面に広がる本遺跡の重要性を考慮して、昭和54年度以降、小規模開発に対応するため継続し

て調査を実施し、特別史跡を取り巻く周辺遺跡の資料の菩栢を行ってきている。

本調査については、昭和61年度に入って地権者から宅地造成工事の計画が提示されたため、

その内容等について協議を行った。当該地は、平安時代の溝跡等から多呈の土器類や木製品が

出土した第4次調査地区の北側に隣接する位置にあたり、さらに、近接する地域でも宮城県教

育委員会や市教育委員会の調査によって、集落跡や水田跡等の存在が確認されている。これら

のことから、当該地においても同様の遺構が存在する可能性が考えられた。そこで、地権者に

対して調査実施の協力を依頼し、 昭和61年10月に発掘調査の承諾書の提出を受けて、11月4日

から調査を実施したものである。

皿 調査方法と経過

調査対象となった当該地点は、昭和59年度の第4次調査地点の北側に隣接することから、遣

構、遺物が存在しうる可能性が充分に考えられたo調査対象面積は約700面で、その内排土の処

理なども考慮して約360rrfについて調査を実施した。調査区は、現水田の畦畔区画にそって30X

12mの区画を設定した。まず、調査に先だって、重機によりあらかじめ第Ia. Ib層（表土）
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を除去しておいた。本格的に作業員を導入したのは11月4日である。第Il層上面では、 SDOI 

・02溝跡とそれに伴う道路跡が調査区東側で検出された。また、西側では第Ib層が部分的に

残っていたので、それを除去しながら第II層上面での精査を継続する。SDOl・02溝跡および

• 道路跡は、第 4 次調査でも検出されており、近代の遣構であることが判明していたので、すみ

やかに掘り込みを開始し、 11月14日にはこれについての調査はすぺて終了した。西側では、遺

構を検出できなかったので第Ill層上面での精査を開始する。11月19日頃にはこの層の上面から

掘り込まれている遺構の概略がつかめるようになり、 SD03-05溝跡として登録する。さらに

S D04・05溝跡とほぽ同位置で重複する溝跡 (SD06・07)を検出し、これらに切られている

ことを確認する。 SD04・05溝跡は掘り込みを行った結果、出土遣物から中世以降の時期であ

ることが判明した。これらの掘り込み調査と並行しながら、 11月25日には調査区内に3ケ所の

深掘り区を設けプラソトオバール分析のための土塊採取を行う。このようにして第皿層上面検

出の遺構の調査をすぺて終了したのは12月3日である。ひきつづき第皿層を除去し、第IV層上

面での遺構検出に入った。第IV層は淡黄色の •ンルト質粘土で、灰白色火山灰が上面に分布する

第IVa層と第IVb層の2層から成る。両層はほぽ全域に堆茄していた。第IVa層上面では、 S

DOS溝跡、杭列、畦畔の痕跡を検出したo S DOS溝跡は、 SD02溝跡の東辺付近で検出された

が、残存状況が非常に悪いものであった。また、これに沿うように検出された杭列は、合計16

本を数えるが、うち2本は第Il層検出の道路跡積土上面から打ち込まれていることが断面の観

察によって判明した。 この時点で杭列はSD02溝跡に伴う護岸施設の可能性が考えられたo -

方、調査区西半では、酸化鉄の集積と、土質の違いにより帯状のプラソが見い出された。これ

については、畦畔の痕跡と考え、第IV陪自体が水田耕作土と堆定された。これらの実測、 写真

撮影を行った後、第IVb層上面の状況を把握するためにさらに掘り下げた。調査区西半は、グ

リット掘りで行い、東半では、すでに北壁の断面硯察により確認されていたSXOlの検出を目

的としたo S XOlは、その形態、埋土の状況から河川状の造棉と考えられた。さらに第!Vb層、

第V層もこの付近から傾斜し始めていることから、もともとこの付近が谷状地形であったこと

が判明した。西半のグリット調査では、第V層上面まで掘り下げたが遣構、遺物は検出できな

かった。 これに並行して北•西壁のセクツョ ‘ノ図作成、全景写真撮影を行い、すぺての調査を

終了した (12月17日）。
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N 調査成果

I. 基本層位

第I層 現在の水田耕作土で、褐灰色粘土質•ンルトの作土（第 I a層）と、緑灰色ツルト質

粘土の床土（第Ib層）に分けられる。厚さは、 10-15cmを計る。

第II層 灰色の粘士で、厚さ10-25cmを計る。調査区の全域に分布し、層中にはマソガソ粒

が集積している。ほぽ水平に堆栢しているが、恩界は波形を呈する。

第m屈 灰白色の粘土で、厚さ 5-15cmを計る。調査区の全域に分布し、下層（第IV層）の

土と混じり合っているところもある。ほぽ水平に堆苗し、東側ほど厚くなっている。層界は下

面ほど凹凸が激しい。

第IV層 淡黄色の粘土（第IVa層）と、浅黄色の粘土 （第Nb層）に分けられる。第Na層

は、 15-30cmの厚さを計り、ほぽ全域に堆積している。上面には、灰白色火山灰が斑状に分布

しているが、層中にも若干入り込んでいる。マソガソ粒、縦長の酸化鉄斑紋が集積する。第IV

b恩は、 5-40cmの厚さを計り、調査区東半の谷状地形付近ほど厚く堆積している。このあた

りの土型はスクモ化してきており、水分を多く含んでいる。またマンガンなどの含有物は、ほ

とんど含まない。

第V陪 青灰色の砂で、厚さ30cm以上を計る。調査区の全域に分布し、粒状の黒色粘土を含

んでいる。

第VI層 褐灰色のスクモ陪で、部分的に深掘りした箇所でのみしか確認していないが、本調

査区での最下層である。

2. 発見遺構と遺物

(1) 第II層上面

第II層上面では、道路遺構とそれに伴う SDOl・02溝跡を調査区東側で検出した。これにつ

いては、本調査区の南側に隣接する第4次調査区でも検出されている。道路遺構は、東側にS

DOl溝跡、西側にSD02溝跡を伴い、北東方向に方位をとっている。

S D01溝跡は、長さ約8mまで確認し、上幅約3m、下幅1.2-1.Smを計る。底面はやや丸

底気味で、壁は緩やかに立ち上がる。深さは約0.8mを計るo埋土は 3層に分けられ、 1・2層

が灰色粘土で、縦縞状の酸化鉄斑紋を多誠に含んでいる。 3陪は青灰色粘土で上層に比ペソフ

トな土質であるo造物は、土師器、須恵器杯 ・甕、瓦、陶磁器が出土している。

S D02溝跡は、長さ約16mまで確認し、上幅1.5-3 m、下幅0.5-2.Smを計るo底面はほぽ

平坦で西壁が比較的急に立ち上がるのに対して、東壁では緩やかである。深さは約1.5mを計る。

埋土は7屈に分けられるが大別すると 3屈であるo上層は灰色粘土で、白 ・黄色粒を多く含む。
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基本層位

層位 土 色 備 考

Ia lOG YYi 褐灰色 粘土質現代の作土
Ib lOG Y Yi 緑灰色 来占 土 ク床土

II NYi 灰 色 ,, マンガンを含む

m N:K 灰白色 ,, マンガン粒、酸化鉄斑を含む

Na 7.SY½ 淡黄色 ，，，， 

Nb SY½ 浅黄色 ，，， 

V SBG沢 斉灰色 砂 黒色の粒状粘質土を含む

VI IOYR尻褐灰色 スクモ陪 植物遣体を含む

北壁セクション土層観察表

遺構 庖位 土 色 備 考

S D05 1 lOY RYt褐灰色 粘 土 黒褐色粘土、酸化鉄を含む

2 IOY RYi灰白色 粘土質 砂粒、地山粒を含む

3 lOY R沢褐灰色 粘 土 粘質土と砂が互層になる

S D06 イ lOY RYi褐灰色 粘 土 灰色粘土と地山プロ ックが混じり合う
ロ lOY RYi -le 粘土質 ~ 

）ヽ ,, ，，， ，，， ，，， 

SD04 ① lOYR½ 灰白色 砂 質 砂• 黒色粘質土と地山プロックが混じる
② lOY R½'掲灰色 粘 土 地山プロックを含む

SD07 ＠ 5Y½ 淡黄色 粘 土 地山プロックを含む

◎ IOY RYi褐灰色 ,,. 黒色粘質土と地山プロックが混じる

S D03 (1) lOY R射褐灰色 粘 土 微砂を若干含む
(2) lOY RYi黒 色 ‘ 不純物を含まない黒色粘土(3) IOY R½'褐灰色 ~ 

S XOl （イ） 5 GYi褐灰色 粗砂を含む
（口） 5 Y½ 灰白色 灰色シルトとの間に粗砂が部分的に入る
(1ヽ） 7.5 Y所灰 色 粘 土 緑灰粘質土と未分解植物迫体を含む陪が互陪になる

南壁セクション土層観察表

~ 構 層位 土 色 備 考

S DOI 1 N.1/i 灰 色 粘土 縞状の酸化鉄斑
2 NYi ,, -1-

3 lOBGYi 宵灰色 (, 

道路遺構積土
イ lOY RYi 褐灰色 黄 • 白色粒を多呈に含む、酸化鉄斑 • マンガンを上部に集租
ロ 5 YYi 灰 色 粘 土 黄 • 白色粒、カーポンを含む
Iヽ 5 Y所 ~ 粘土 黄 • 白色粒、 黄褐色粘土粒を含む

SD02 ① 5 Y沢灰 色 粘 土
② ,,. ~ ~ 

③ 5 YM 灰 色 ,., マンガン含む

④ 2.5 Y½ 灰黄色 4' -1-

⑤ 2.5 YYi 黄灰色 ，，， 

⑥ 7.5 YYi 灰 色 ，，， 植物遣体、カーボン粒を含む

⑦ 5GY所褐灰色 若干グライ化

S D08 (1) lOY R所褐灰色 粘土質

第3図 調査区セクシ ョン図
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中層は灰黄色粘土で、マソガ‘ノ粒を多量に含んでいる。下層は灰色ツルト質粘土で、植物遺体

を含みグライ化している。遺物は、土師器杯、須恵器杯 ・壺 ・甕、丸瓦、骨片が出土している。

道路遣構は、 長さ 13.5m まで確認し、 幅 2-3mを計る。第皿層上に黄 • 白色粒を多祉に含

んだ褐灰色ツルトを約30cmの厚さに積み上げ道路を構築している。和土中から土師器杯 ・甕、

須恵器甕が出土している。

本遺構については、第4次調査の報告の中で、近代の農道とそれに伴う用水路として報告し

ている。今回の調査でも検出面、埋土、出土遺物からこれを裏付ける成果が得られた。しかし、

年代の上限については、明治18年刊行の地籍図にすでに描かれていることから、近世まで朔る

可能性もあろう。

(2) 第m暦上面
第皿層上面では、 SD03-07溝跡を検出した。

8003溝跡 調査区東側、北壁付近で検出した北西方向に走る溝跡である。確認できる長さ

本調査区 （第6次調査）

z
~
H
U
\
＋

ー

第4次調査区

゜
!Om 

第6図第 4 次 • 第 6 次調査遺構配置図
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は約4mで、幅1.7-3.3m、深さ40-50cmを計る o底面および壁面には、段がついたり不規則

な凹凸がみられたo埋土は3層に分けられるが大別すると 2層である。 1層は褐灰色シルト質

粘土で、第皿暦土をプロック状に含んでいる。2・3陪は黒褐色系の粘土で、含有物は 1陪と

同じであるo遺物は、須恵器杯、杭が出土している。第11図3の杭は、頭部付近が腐食してお

り先尖がりになっているo胴部には樹皮が残存せず、全体に焼き焦がされているo末端部は4

面の加工面で構成されているo

S004溝跡 調査区のほぽ中央で検出した北西方向に走る溝跡であるo重複関係からSD07 

溝跡より新しい。確認できる長さは13.7mで、幅1.5-3 m、深さ30-40cmを計るo底面は丸味

を帯ぴ、壁は緩やかに立ち上がる。なお、 SD02溝跡の東側で検出されなかったことから、こ

の付近で立ち上がるものとみられる。埋土は5陪に分けられるが、大別すると 2陪である。2

-5層が褐色系のシルト質粘土で、地山プロックを多少含んでいる。これに対して 1層は、灰

白色砂質ツルトで、黒色粘土と黄色粘土のプロックが主体をなしており均質である。堆租のあ

り方から、前者が自然に埋没し、後者が人為的に埋め戻されていると考えられる。遺物は、土

師器杯・甕、須恵器杯・甕、瓦、中世陶器（揺鉢）、使用痕のある礫、木製品（曲物、板草履

の芯）が出土している。第9図7は曲物側板の断片である。第9図2・3は板草履の芯の断片

で、いずれも板目材を使用している。3には藁もしくは濶の圧痕が認められ、わずかにこれが

残存している部分もある。周縁は丁寧に削り整形している。

S005溝跡 調査区のほぼ中央、 SD04溝跡の南側で検出した北西方向に走る溝跡である。

重複関係からSD06溝跡より新しい。確認できる長さは18.75mで、SD02溝跡の西辺の手前で

立ち上がっている。上幅0.6-1 m、下幅0.3-0.5m、深さ約50cmを計るo底面はやや凹凸があ

り、西壁がほぽ垂直に近く

立ち上がるのに対して、東

壁は比較的緩やかである。

埋土は、大別すると 3層に

まとめられ、上陪が褐灰色

粘土質ツルト、中恩が灰白

色粘土質ツルト 、下庖が褐 土層観察表

D f--

o
l
 

Im 

d 

灰色シルト質粘土である。

下層には粘土と砂が互層に

なっているところもある。

堆絞のあり方から自然埋没

と考えられる。遺物は、土

遠 揖 層位 土 色 備 考

S 004 1 lOY R½ 灰白色 砂質砂・黙色粘質土・地山土が混じる
2 IOYR½ 褐灰色 粘土地山プロックを含む
3 IOY R,< . 砂質
4 lOY RY. .. 粘土地山プロックを若干含む
5 SY¾ 灰色 粘土黙色粘土と灰色粘土混じる

S D07 ① SY½ 淡黄色 粘土地山プロックを含む
② JOY RY. 褐灰色 粘土黒色粘質土と地山プロックが混じる

第ワ図 S 004・07セクション図

14 



師器杯 ・甕、須恵器甕、瓦が出土している。

S006溝跡 調査区のほぽ中央、SD04溝

跡の南側で検出した北西方向に走る溝跡であ

る。SD05溝跡とほぽ同じ位置で重複してお

り、これより古い。確認できる長さは16.3m

で、SD02溝跡の西辺付近で立ち上がる。上

幅30-40cm、下幅15-沿皿、深さ50cmを計る。

底面は平坦で、壁は垂直に近く立ち上がり 、

部分的にオーバーハソグするところもある。

埋土は、4層に分けられるが、全体に良く似

た灰白色粘土質シルトで、灰色粘土と地山プ

ロックが混じり合っている。また、堆積の仕

方も南西方向から強く傾斜している状況が観

察された。これらのことから本溝跡は、人為的に埋め戻されているものと思われるo遣物は出

EI-2.400m 
3 

-l E' 
② ① 

0
1
 

lm 

d 

土層観察表

遺構 層位 土 色 偏 考

SDOS I LOYR~ 褐灰色 帖土黒褐色枯質土、酸化鉄を含
2 lOYR½ 灰白色 粘土質 砂粒と地山土を含む
3 ,, ，， ，， 

4 IOYRM 褐灰色 枯土粘＂土と砂が互になる
SD06 ① IOYR½ 褐灰色 枯土

② lOYRM ，' 帖土 灰色帖土と地山プロック

③ lOYR~ .. 帖土質 會

④ "' ，' 令 ． 
第8図 S005・06セクション図

土していない。

S007溝跡調査区のほぽ中央で検出した北西方向に走る溝跡である。 SD04溝跡とほぼ同

じ位四で重複しでおり、これより古い。確認できる長さは8.2mで、その他についてはほとんど

がSD04溝跡に壊されており不明である。深さは最大で15cmを計るo埋土は2層まで検出したo

いずれも地山プロックが混じった土で、人為的に埋め戻されている可能性もあるが、残存状況

が良くないため確証はない。遺物は、砥石、木製品（板草履の芯、用途不明製品）が出土して

いる。第20図2の砥石は、凝灰岩系の軟質の石材が用いられており、形態は不整形である。

使用痕としては 、 表裏面に研磨溝が観察される。第 9 図 4 · 5~ま板草履の芯の断片で、板目材

を使用している。両者とも先端部から合わせ部にかけて残存しており、 小孔も認められる。第

9図6fま角棒状の形態を呈し、社ぽ完形品である。全体に焦痕がみられ、 一方の端部には両方

向からえぐりが入れられている。何らかの部材と思われるが、用途、機能については明確にで

きなし 'o

(3) 第Na暦上面

S008溝跡 調査区東側の南半部、 SD02溝跡の東辺付近で検出した北東方向に走る溝跡で

ある。非常に残存状況が悪いが、長さ約7m、幅約1.7m (最大）、深さ15cmまで検出したo

埋土は、褐灰色ツルト質粘土の単層である o遣物は、須恵器杯・甕、砥石が出土している。第

20図3の砥石は、砂岩系の硬質の石材が用いられている。砥面は、部分的に自然面が残ってい

るところもあるが、全体に磨滅しており、研磨溝もみられる。

15 
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※アミ目部分は焦痕

t-b 遺構 層位 種 類 素材
残存 (cm)

偉 考
長さ 幅 厚さ

1 S D04 2層 曲物側板 柾目材 6.6 3.2 0.2 焦痕
2 ，， ，' 板草版の芯 板目材 7.8 2.5 0.25 藁の圧痕 • 高が若干残存 ・周縁ケズリ
3 ,,. ~ ，， ,;, 15.5 3.2 0.3 周縁ケズリ
4 SD07 1層 9 ，， 14.7 3.9 0.2 径0.2cmの穿孔あり ・周縁ケズリ
5 ，， ，， ,, ，， 19.0 3.0 0.2 径約0.3cmの穿孔あり
6 "' ’‘ 加 工 木 角材 19.6 3.2 1.9 一端を凸状に加工• 熊痕

第9図 S004・07出土遺物 （木製品）

SKOl土拡 調査区西半部、SD05溝跡の南側に隣接して検出した。重複関係からSK02土

拡より新しい。乎面形は不整楕円形を呈し、長軸0.98m、短軸0.6m、深さ50cmを計るo底面は

丸味を帯び、壁は上方で垂直に近く立ち上がるo埋土は2層に分けられるが、全体に良く似た

灰白色系のツルト質粘土であるo造物は、須恵器甕が出土している。

SK02土拡 調査区西半部、SD05溝跡の FI-2.500m → F' 

南側に隣接して検出したo重複関係からSK

01土拡より古いo平面形は楕円形を呈し、長

軸0.56m、短軸0.3m以上、深さぬ;mを計る。

埋土は、黄灰色ツルトの単層である。遺物は

出土していない。

(4) 第Nb層上面

SX01 調査区東半部の北側で検出した北

西方向に走る河川状の遺構である。確認でき

嗣
゜I I I I I I i

 

m
 

•=9 

..
 

土層観察表

遣構. ,. 
S KOl 

層位l 土 色 備 考

l , 2.5Y;< 黄灰色 粘土酸化鉄斑を含む
2 2.5YX~ I ,, 

S K02 ① l ケ
,, .. 

第10図 S K01 • 02セクショ ン図
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7
 

0 10cm 

ぬ 遺構 咆位 毬類 素材
残存 (cm) 末靖部位 (cm)

その他（焦痕等）
長さ 幅 長さ ヵnエ回数 加工面の最大刃部笞

l 
推S積XO層I 

NJ1i 加工木 丸太材 13.6 3.0 3.1 I 2.4 
2 3層 * .. 16.1 I 2 3 9 l 1.1 樹皮若干残存
3 SD03 l層 杭 ，， 51. 7 5.4 16 5 4 2.6 焦痕
4 S XOl 1層 ,, ,, 59.0 5.3 3.1 J 5.4 
5 々 2隈 ~ 分割材 14.2 4.0 14.C 3 3.3 
6 々 2層 加工木 角材 7.8 4.1 4 1 I 4.0 
7 ,, l層 杭 丸太材 21.1 3.6 4.5 7 3.7 切断面残存
8 ~ 2尼 加工木 ,, 13.5 2.4 4 8 2 2.0 

第1 1図出土遺物（杭 •加工木）

17 



る長さは約16.4mで、上幅約4m、下幅1.2-2 mを計る。底面はほぽ平坦で、壁は緩やかに立

ち上がる。深さは20-40cm以上で、南東から北西へと傾斜しているo埋土は3陪に分けられ、

北側ほど厚く堆積している。この埋土が堆積した時点では、本遣構は浅いくぽみとなっており、

その上に第1Va陪が堆積して完全に埋まりきっている o遣物は、木製品（杭等）が6点出土し

ている。第11図5・7は杭の胴部から末端部にかけての断片である。5は丸太材を分割して素

材としたもので、 一部荒割り面が残っている。末端部は 3面の加工面から構成されている。7

は丸木を素材とし、末端部のみ加工したものである。第11図2・8は枝を素材とし、 1面のみ

の加工で先端を作っている。第11図6は丸太材を分割して素材としたものである。胴部はすぺ

て荒割り面で構成されている。末端部は片面のみの加工で尖らせている。

G← 2.200m —l G' 

lm 

こ

竺
l " 
2 

3 

考

麿唸 1 ::~は益：けは:zば::~芦むになる
第12図 S XOlセクション図

(5)才充 万IJ

以上の遣構の他、杭列をSD02溝跡の東辺付近で検出している。これらの杭のうち、調査区

南壁断面のものと、 N,,2杭については道路造構堆積土上面から検出されている。その他のもの

H トー 2.200m ぬ8 ぬ7 tb.6 NoS 

〗
[丁工

J
 
T
 

m
 

咄

細
2
 

L
 
J
 

21:K
 

n
 

5

2

i

小

゜
Im 

k← 
ぬ13・14

2.200m 
ぬ15・16 ぬ18

→ K'L← Z.200m→ L'M← 2.000m --iM' 

忙士
第13図杭列断面図
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※アミ目部分は焦痕

5 ゜
1 . ぬl杭 2.ぬ13杭 3.No.9杭 4. No.16杭 5. No.12杭 6.ぬ17杭

第17図出土遺物杭(4)

6
 

22 



については、第IVa層上面で確認したo確認した杭は総数17本である。 No.1-4・7・ 8・11・

12・17(A列）は、間隔は不揃いであるがほぽー直線上に並んでいる。また、このすぐ西側に

は、 No.5・6・9・10・13-16・18杭 CB列）が不規則に配置されているo各杭の打ち込んだ

深さについては一様ではないが、第V陪（砂屈）までは到達している。次に杭の特徴をまとめ

てみると、 1 . 素材としてはほとんどが丸太材を用いているが、まれに分割材も見られる。2.

末端部は比較的良く残っているが、頭部付近ほ腐食し先尖がりになっている。 3.焦痕はある

ものとないものとの両者が認められる。 4.末端部の加工法には、片面加工と全面加工の二者

があり、分割材のものほど加工回数が多い。以上のことからA・B両杭列には共通点が多いこ

とが指摘される。

杭残存 (cm) 末端部位 (cm) その他
図ぬ 杭No. 素材

長さ 幅 長さ 加工回数
加工面の （焦痕等）
位大刃部幅

第17図l tb 1 分割材 28.7 4.5 15.9 10 2.3 末端部と胴部に焦痕

第14図I No. 2 ，， 56.5 8.0 32.5 11 4.2 末端部焦痕

"' 2 ぬ3 丸太材 57.l 4.3 7.9 5 2.9 末端部と胴部に焦痕
. ,, 3 N:i 4 .. 66.1 5.5 11. 7 4 3.2 
.j, 4 No. 5 ,, 69.0 5.7 12.4 3 3.4 末端部のみ焦痕、キズ有

第15図l ~6 ,, 59.J 7 .1 11.8 2 5.4 
，' 2 t-b 7 ,, 72.5 5.9 7.0 3 3.6 

第16図l No. 8 .. 100.7 5.6 13.6 4 4.0 

第17図3 l'b 9 ~ 22.7 3.6 II.I 4 3.6 

第15図4 flkllO 11 21.4 4.3 5.5 z 3.6 
第16図2 Nall ~ 59.6 6.8 15.3 7 3.7 

第17図5 No.12 ，，， 20.1 5.6 5.9 3 3.9 

第17図2 No.13 分割材 34.5 3.6 18.7 z 1.3 末端部と胴部に焦痕
第16図3 ぬ14 丸太材 51.9 4.4 13.0 5 3.1 

第15図3 No.15 ,, 42.7 3.9 9.8 1 3.7 

第17図4 No.16 ,, 20.2 2.8 2.3 l 2.7 

第17図6 tbl7 " 28.8 3.J 3.1 I 3.0 

表2 杭観察表 （杭列）

〈堆積層出土の遺物〉

堆和層出土の遺物は、 乎箱にして 1箱分であり、図示できたものも非常に少ない。

第I陪 土師器は、杯 ・甕の破片が出土している。第18図1の杯底面には「厳」のヘラ描き

が認められる。 須恵器には、杯 • 高台付杯 ・壺（第18図2) . 甕がある。その他、平 ・丸瓦が

出土している。

第Il層 土師器杯 • 高台付杯、須恵器杯 ・ 壺 ・ 甕の破片が出土している。 瓦には平瓦、 玉縁

付有段丸瓦がある。

第皿層 土師器甕、須恵器杯・壺・甕、灰釉陶器椀（第18図3)、平瓦の破片が出土している。

石製品としては第20図4の砥石がある。形態は不整形で、内弯した砥面には研磨溝がみられる。

23 
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ぬ 出土地 植類 器形 外面調整 内面詞整 口径 底径 器高 備 考

1 ll 陪 土師器 杯 磨滅しているため不明 ヘラミガキ • 黒色処理 6.6 外底部にヘラ描きr厳」
2 ,, 須恵器 壺 ロクロナデ ロクロナデ 12.3 
3 N 層 灰釉陶器 ロクロナデ、底部回転ヘラケズリ ,, 7.8 角高台
4 SD02 須恵器 甕 平行叩き ,,. 12.7 
5 SD04 中世淘器 播鉢 ナデ
6 SD02 須恵器 甕 ロクロナデ、平行叩きのちロクロナデ ロクロナデ

第18図出土遺物（土器類）

3
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15cm 
--1 I 

Na 出土地 種類 凸面 凹面 ぬ 出土地 種類 凸 面 凹 面

1 SDOl 平瓦 ナ デ 布目のちナデ 7 日屈 平瓦 糀叩き目 布 目

2 .,. <- 縄叩き目 '> 8 々 ,, 縄叩き 目のちナデ ,, 

3 SD04 ~ ナ デ ,; ， .. .. ナデ、溝状のキズ有 布目のちナデ

4 S XOl ,,. 縄叩き 目 . 10 IV 思 ，， 縄叩き目 布 目

5 D 層 ，' ~ ナデ、糸切り痕 II ,., .. .. 布目のちナデ

6 ,, .. ，， 布目のちナ デ 12 u 陪 丸瓦 縄叩き目のちナデ 布 目

第19図出土遺物（瓦）
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ぬ 種 類 出土地 備 考 ぬ 種類 出土地 備 考

l 使用痕のある礫 S D04 3 砥石 S D08 磨痕、溝状のキズ
2砥石 S D07 溝状のキズあり 4 ，，， 皿 層 皿状で凹面にキズあり

第20図出土遺物 （石製品）

V ま と め

今回の調査で検出した遺構は、溝跡8条、土城2基、河川跡 1条、杭列、道路遺構である。

これらの造構を検出面と重複関係からまとめると下表のようになる。

検出面 第1Vb陪 第Na層 第 III 層 第 n 尼

S XOI S D08 S D03 道路遣構

遺構名 S K02→ S KOl S DO巳 SD05 S DOI 

S D07→ S D04 S D02 

以上の関係を踏まえて、遺構の年代、性格について若干の検討を行うことにする。

26 



当地域の低地および遺構の埋土中に普遍的にみられる灰白色火山灰は、今回の調査でも第W

a層上面および陪中（粒状）で確認された。この火山灰は、10世紀前半頃に降灰した（註14)

とされている。したがって、SXOlについては、第IVa層堆栢時に浅いくぽみとなっていたこ

とが判明しているので、火山灰堆積以前に機能していたものである。性格については、部分的

な検出であったため多くを語れない。 しかし、当遣構検出箇所の下層が谷状に落ち込んでいる

ことを2箇所の断面観察により確認しているので、元来、この付近は低地形を呈していたもの

と思われる。そして、 SXOlはこの低地形に形成された河川跡とみることができる。

第IVa層上面で検出したSDOS溝跡は、前述した灰白色火山灰と第W層の関係から火山灰堆

積以後に構築されたものである。なお、第4次調査で検出しているSD06溝跡と本溝跡は、社

ぽ方向を同じくし、年代的にも灰白色火山灰降下以降に構築されている点で共通しているo し

かし、出土遺物等からは同時性を示す資料は得られず、これを検証するまでには至らなかった。

第m層上面で検出した遺構の内、SD04・05、06・07溝跡は北西方向に乎行して走る 2本の

溝の新旧関係として把えられるo溝跡埋土の状況から、 SD06・07溝跡が人為的に埋め戻され

た後にSD04・05溝跡が楠築されたことが判明している。また規模は、 SD05・06溝跡の切り

合い関係でみると古い方が小規模に作られている。新旧の溝跡はともに南東端がほぽ同位置で

立ち上ることから溝跡は継続して使用され、同じ性格を持っていたものと考えられる。そして、

その溝跡の間は道路として機能していた空間として把えられる。なお、プラソトオバール分析

結果から、第Ill層が水田耕作土であると報告されており、水田に関連する性格を有していたこ

とも推察できる。次に、溝跡の年代について検討すると、 SD04溝跡からは中世陶器、板草履

の芯が出土しており、SDO? 溝跡でも板草履の芯が出土している。板草履については、中世一

般に使用されていたものである。遺構の時期については、出土遺物が僅少であるため詳しい年

代については決め難いが、上記の遺物よりおよそ中世頃と考えられる。

杭列はA・Bの杭列が認められたが、両者については杭の加工方法に共通点がみられること

から、同一時期のものと考えられる。杭列と溝の位置関係により、 SD02溝跡かSDOS溝跡に

伴うものとみられる。発掘時の所見では検出面から、 SD02溝跡に伴うものと考えていたが、

杭列の位置をみると、SD02溝跡の東辺よりかなり離れた場所に打ち込れており護岸施設とは

考えにくく、更に、第4次調査でも SD02溝跡に続く溝から杭列は検出されていない。仮に第

Na暦上面から打ち込まれ、その後第Ill庖道路遣構栢土の堆稼 ・盛土があったとしても、この

ように残存する状況は充分に考えられる。これらのことから本杭列は、 SD08溝跡に伴ったも

のと考えておきたい。

今回の調査では、古代～近代にかけての造描が検出されたが、特に古代の遺構に関しては分

布が希薄であった。これとは対照的に付近の調査では、遺構の分布密度が猿いという調査成果
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がでている。たとえば、本調査区の北東に近接する高乎地区の小丘陵突端部からは、掘立柱建

物跡、竪穴住居跡等が発見されており、居住空間として利用されている（註15)。一方、南側に

隣接する第4次調査区は、沖積地に位置し湿地的様相が強い所である。発見された遺構は溝跡

だけであり、居住に関連するものは検出されていない。第5次調査区では、居住域と水田域が

発見されており、水田は徴高地問の湿地帯を利用して作られていた。このように各地点ごとに

遣構の分布密度や土地利用の方法が異っていることが判明している。今回の調査区での基盤土

壌（第IV層）は、一見して徴高地のそれと似ているが、実際は軟弱な土質で水はけが非常に悪

いものであるoさらに、その下層の第V層（砂）にいたっては、栖水が激しくすぐに崩落してし

まう状況であった。当地区の基盤土埋は微視的にみれば、居住、あるいは生産を主にする土地

利用に適していないものといえよ う。

（註）

註 I.宮城県教育委員会 「東北自動車道遺跡調査報告iiI」宮城県文化財調査報告書第52集 (1978)
註2.多賀城市教育委員会「山王•高崎遠跡発掘調査概報」 多賀城市文化財調査報告書第 2 集 (1981)

” 「山王遺跡一昭和60年度発捐調査報告書I-」多賀城市文化財調査報告也第9集 (1986)
「山王遺跡一昭和60年度発揖調査報告書D-」多賀城市文化財調査報告魯第10集 (1986)

註3. ” 「新田遺跡現地説明会資料」多賀城市教育委員会 (1982・83}

” 「多賀城周辺の遺跡展」多賀城市教育委貝会 (1986)

註4. /; 「高崎遺跡」多賀城市文化財調査報告書第11集 (1986)

註5.宮城県多費城跡調査研究所 「第22次発掘調査」多賀城跡調査研究所年報1973(1974) 

註6.宮城県教育委員会 「市川橋、山王遺跡」「宮城県文化財発掘調査略報（昭和53年度分）』
宮城県文化財潤査報告密第57集 (1979)

註7.多賀城市教育委員会「館前遺跡一昭和54年度発掘調査報告ー」多費城市文化財調査報告匹第 1集
註8.宮城県教育委員会「水入遺跡発掘調査報告白」宮城県文化財調査報告書第84集 (1982)

註9.宮城県多賀城跡調査研究所 「第37次発掘調査」多賀城跡調査研究所年報1980(I 981) 

註10.多費城市教育委員会 「高崎 • 市）II橋遺跡調査報告宙」多賀城市文化財関査報告笞第3集 (1982)
「市川橋遺跡調査報告書」多賀城市文化財調査報告苔第4集 (1983)

註11. 「市川橋遺跡調査報告円」多賀城市文化財調査報告因第5集 (!984)
註12.註IIに同じ

註13.多賀城市教育委員会「市川橋遣跡一昭和59年度発掘調査報告帯ー」多賀城市文化財調査報告苔第8集 (1985)

註14.白烏良一 「多賀城跡出土土器の変遷」.r研究紀要¥'IL』宮城県多賀城跡調査研究所 (1980)
註）5. 註5に同じ
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VI プラントオパール分析調在報告

古環境研究所

I. 試 料

試料は、遺跡調査の担当者によって容且50cc採土管を用いて採取されたものである。

試料採取地点は、 3箇所に分かれており、第II庖、第皿庖、第IVa陪、第V層は調査区の北

西部で第III, 層（前述の第1II層と区別するため’を付けた）は南側で、スクモ層は北側で採取

されたものである。

2. 分析法

プラソ ト・オバールの抽出と定属は 「プラソト ・オバール定歴分析法（藤原 ・1976)」をもと

に、次の手順で行なった。

絶乾試料約 1gにガラスビーズ混入（直径40μm・約30万個）、電気炉灰化法または過酸化水素

水による脱有機物処理、超音波による分散、沈底法による20μm以下の微粒子除去、乾燥、オイ

キッ l-中に分散、プレペラ ート作成、検鏡 ・計数o

同定は、機動細胞に由来するプラソト ・オパール（以下、プラント ・オバールと略す）を対

象に、400倍の偏光顕微鏡下で行なったo

計数はガラスピーズが300個以上になるまで行なった。これはほぽブレパラート 1枚分の精査

に相当する。試料 1gあたりのガラスビーズ個数に、計数されたプラソト ・オバールとガラス

ビーズ個数の比率をかけ、さらに仮比重をかけて単位体積あたりのプラソト ・オパール個数を

求めた。

このようにしてイネのプラント ・オパール密度を測定していくと、水田跡が埋蔵されている

屈にピークが現れるのが通例である。通常、イネのプラソト ・オバールが試料 1ccあたり5,000

個以上の場合に、水田跡の可能性があると判断している（藤原ほか1984)。

また、表1の換算計数（機動細胞珪酸体1個あたりの植物体乾重）をかけて植物体重を算出

した。これは実際の植生を定簸的に把握するのに有用である。

3. 分析結果

イネ・キビ族（ヒエなど）、ヨ ンヽ属、クケ亜科（竹笹類）、ウツクサ族（ススキなど）につい

て同定 ・定梵を行ない、数値デークを表2に示したo

イネについては、プラソト ・オパール密度を柱状図の右側にプロットして図 Hこ示した。こ

れは、水田跡の可能性を判断する際の基礎資料となる。柱状図内のドットは、試料を採取した
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位置を示している。

イネ、ヨシ属、クケ亜科について植物体生産蘇を鉢出し、図2にグラフで示した。これは、

稲籾の生産総星や古環境を推定する際の基礎資料となる。柱状図内のボイソトは、最上面から

lm深ごとの位爵を示しているo

表1各植物の換算係数 （単位：10-s g) 

※藤原 (1979)の第1表を一部改変。

植物名 葉 身 全地上部 種実

イ ネ 0.51 2.94 1.03 

ヒ 工 1.34 12.20 5.54 

ヨ シ 1.33 6.31 

ゴキダケ 0.24 0.48 

ススキ 0.38 1.24 

表2試料1c.c. あたりのプラント ・オバール個数

多賀城、市川橋造跡

地点

試料名 イ ネ キビ族 ヨシ属 タケ亜科 ウシクサ族

II 5,292 

゜ ゜
7,057 

゜ID 4,263 

゜
853 14,493 853 

Na 

゜ ゜
833 11,659 

゜V 

゜ ゜
1,014 10,138 

゜
地点

試科名 イ ネ キビ族 ヨシ属 タケ亜科 ウシクサ族

m I 5,374 

゜
1.536 7,678 

゜
地点

試料名 イ ネ キビ族 ヨシ属 タケ亜科 ウシクサ族

スクモ

゜ ゜ ゜
6,328 

゜



4. 考察

イネのプラソト・オパールが検出されたのは、調査区の北西部で採取された第Il層と第皿層、

調査区の南部で採取された第皿層である。

このうち、第II恩は密度が5,000個 1ccを超えており、ここで稲作が行なわれたものと判断さ

れる。

第皿層は、密度が約4,000個 1ccと比較的低いo直上に密度の高い恩があることから、これら

のプラソ ト・ オバールは上恩から混入したものと推察される。

第皿’層は、密度が5.000個 1ccを超えており、ここで稲作が行なわれたものと判断される。

調査区の北西部で採取された第IVa層と第V層、および北部で採取されたスクモ層からは、

イネのプラソト ・オパールは検出されなかったo

゜
ー

Om 
万個/cc

， 
''  

図1 イネのプラント ・オバール密度

多賀城、市川橋

10 8 6 4
 
2
 

土層

0 0 
植物体生産量 t /IOa・cm 
2 4 6 8 

巨ヨシ Emタケ亜科 □ イネ ● イネモミ

図2おもな植物の推定生産量と変遷
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